
 

 

 

 

 

 

 

昨
年
の
七
月
豪
雨
以
来
、
地

区
民
に
も
防
災
危
機
意
識
が

よ
り
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
県
、

市
は
も
と
よ
り
、
三
ツ
城
自
治

協
議
会
下
見
支
部
・
防
犯
防
災

部
会
で
も
、
避
難
訓
練
の
大
事

さ
な
ど
、
多
く
の
事
か
ら
教
訓

を
得
て
い
る
よ
う
で
す
。 

下
見
防
犯
防

災
部
会
で
は
活

動
を
よ
り
強
固

な
も
の
に
す
る

た
め
、
ま
ず
区

民
が
安
全
に
、

安
心
し
て
行
動

で
き
る
よ
う
対

処
方
も
検
討
中
。

来
年
度
実
施
予

定
の
避
難
訓
練

に
つ
い
て
は
各

地
区
か
ら
話
を

聞
い
た
り
、
意
見
を
ま
と
め
た

り
の
調
査
も
続
行
。
ま
た
部
員

が
そ
れ
ぞ
れ
避
難
場
所
の
経

路
を
実
際
に
歩
い
て
把
握
す

る
な
ど
、
細
か
い
注
意
点
も
話

し
合
っ
て
い
ま
す
。 

今
、
自
治
協
防
犯
防
災
部
会

で
は
中
央
中
学
、
三
ツ
城
小
、

下
見
福
祉
会
館
他
に
あ
る
防

災
倉
庫
の
資
機
材
の
見
直
し

も
検
討
中
。
今
年
度
八
月
安
芸

津
町
で
行
わ
れ
る
東
広
島
市

総
合
防
災
訓
練
は
よ
り
大
掛

か
り
に
開
催
予
定
で
、
支
部
か

ら
も
参
加
予
定
。
ま
た
市
が
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
製
作
中
。 

避
難
を
呼
び
か
け
る
警
戒

数
値(

右
写
真)

な
ど
の
確
認
、

「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」

と
、
災
害
に
備
え
慌
て
る
こ
と

な
く
、
日
頃
か
ら
の
訓
練
が
必

要
な
昨
今
で
す
。 

自
治
協
議

会
総
会
が
五

月
十
一
日
下

見
福
祉
会
館

で
開
催
さ
れ
、

西
条
中
央
、

下
見
、
西
条

東
三
支
部
の

新
区
長
な
ど

約
六
十
人
が
一
堂
に
会
し
ま

し
た
。
昨
年
一
年
間
の
自
治
協

の
事
業
報
告
や
活
動
内
容
を

確
認
、
ま
た
今
年
度
の
市
か
ら

の
交
付
金
や
そ
の
使
い
道
、
そ

れ
ぞ
れ
の
行
事
を
実
施
す
る

各
部
長
の
話
も
聞
き
ま
し
た
。

自
治
協
で
行
う
各
部
の
行
事

に
は
区
民
も
参
加
し
て
楽
し

ん
で
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。 

 

 

下
見
支
部 

総
会
開
催 

  
 自

治
協
総
会
を
受
け
、
支
部

総
会
が
五
月
二
五
日
に
開
か

れ
ま
し
た
。
区
長
や
各
部
の
部

長
な
ど
約
三
十
人
が
出
席
。
毎

年
交
代
す
る
区
長
や
何
年
も

務
め
て
い
る
区
長
な
ど
、
様
々

で
す
が
責
務
は
皆
同
じ
で
す
。 

配
布
書
類
の
説
明
、
区
長
業

務
の
説
明
、
区
長
が
行
う
、
西

条
六
投
票
区
の
選
挙
投
票
管

理
者
、
及
び
投
票
立
会
人
な
ど

に
つ
い
て
も
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
な
か
で
も
、
年
度
に
二

回
実
施
さ
れ
る
粗
大
ご
み
に

つ
い
て
は
、
時
間
設
定
や
ご
み

の
出
し
方
、
受
け
取
り
方
な
ど
、

反
省
を
踏
ま
え
た
意
見
も
出

て
い
ま
し
た
。 

 

 

三ツ城自治協議会 

令和元年 7月吉日発行 

三ツ城自治協議会下見支部 

 
下見支部だより 

 第12号 

 

 

 

避難訓練の重要性 
自治協防犯防災 

下見支部 

 

避難行動を呼びかける 

新たな警戒レベル数値 

三ツ城自治協議会総会 

下見支部総会 
それぞれ開催 

 

三ツ城自治協議会総会の様子 

（三ツ城古墳などの幕の前で開催） 
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令

和

元

年

度

の

区

長

が

決

ま

り
ま
し
た
。

前

述

の

よ

う

に

区

長

は

選

挙

の

管
理
員
、
立

会

人

も

輪

番

制

で

行 

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

(

敬
称
略) 

一
の
一
組 

 

中
原
康
博 

西
条
中
央
八
丁
目 

 
 

 
 

 
 

山
野
木
祐
二 

 
 

一
の
二
組 

 

新
開
征
幸 

エ
コ
下
見 

 

池
川
智
祥 

二
の
組 

 
 

松
仁
秀
郎 

三
の
組 

 
 

坂
本
怜
子 

セ
ル
リ
ア
ン 

高
橋 

誠 

四
の
組 

 
 

谷
原
宏
冶 

五
の
組 

 
 

堀
内
一
徳 

下
見
職
員
宿
舎 

野
田
孝
夫 

六
の
組 

 
 

石
本
計
介 

七
の
組 

 
 

有
川
廣
志 

八
の
組 

 
 

水
戸
将
人 

エ
ン
ゼ
ル 

 

松
本
隆
治 

二
神 

 
 

 

二
神
文
子 

区
長
会
長
は
一
の
一
組
・ 

中
原
康
博
さ
ん
、
副
区
長
会

長
・
六
の
組
石
本
計
介
さ
ん
。 

 

選
挙
管
理
者
及
び
投
票
立
会
人

に
つ
い
て 

 

下
見
福
祉
会
館
が
西
条
６

投
票
区
に
な
っ
て
い
て
、
平
成

三
十
年
度
か
ら
各
組
の
区
長

が
、
選
挙
管
理
者
や
投
票
立
会

人
を
輪
番
で
務
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

内
容
は
話
し
合
い
に
よ
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
公
職

選
挙
法
の
規
定
に
も
と
づ
い

て
行
わ
れ
ま
す
。 

 
 

た
だ
し
、
西
条
中
央
８
丁
目
、

下
見
職
員
宿
舎
は
投
票
所
が

別
場
所
に
な
り
ま
す
。 

下
見
福
祉
会

館
広
場
で
毎
年

行
わ
れ
る
、
粗
大

ご
み
収
集
日 

日

程
は
次
の
通
り

で
す
。 

今
回
、
８
月
の

収
集
日
は
例
年

と
異
な
り
「
不
燃
ご
み
」
を
出

す
日
が
先
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、「
可
燃
ご
み
」
の
収
集
日

を
確
認
の
上
、
時
間
内
に
収
集

場
所
へ
出
す
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。 

  

夏
の
風
物
詩
で
あ
る
下
見

夏
ま
つ
り
も
、
昨
年
は
七
月
豪

雨
の
影
響
で
中
止
に
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年

は
八
月
十
日(

土)

、
下
見
福
祉

会
館
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
予

定
で
す
。 

開
始
は
午
後
五
時
か
ら
で
、

各
組
や
様
々
な
団
体
が
行
う

夜
店
、
ゲ
ー
ム
、
盆
踊
り
、
花

火
大
会
、
く
じ
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
。
盆
踊
り
で
は
三
ツ
城
音

頭
子
供
バ
ー
ジ
ョ
ン
な
ど
も

披
露
、
ノ
リ
の
良
い
ア
ッ
プ
テ

ン
ポ
と
摩
訶
不
思
議
な
楽
器

と
の
コ
ラ
ボ
に
引
き
込
ま
れ

て
し
ま
い
そ
う
で
す
。
予
備
日

は
翌
日
十
一
日
で
す
。 

 

粗大ごみ収集予定日 
13:30～16:30 

令和元 年 8 月 

令和 2 年 2 月 

新区長紹介 

区長は選挙管理者・ 

立会人も兼ねる 

 

 

令和元年 8 月粗大ごみ収集日 

種 別 対象地区 収 集 日 当番区長  

不燃ごみ 
１の組～４の組 8 月 2 日(金) 2.組 3.組セルリアン  

5 の組～エンゼル 8月20日(火) 5 組.6 組.7 組  

可燃ごみ 
１の組～４の組 8月16日(金) １-1.組 1-２組.４組  

5 の組～エンゼル 8月27日(火) 8 組.エンゼル  

令和 2 年 2月粗大ごみ収集日 

可燃ごみ 
１の組～４の組 2月13日(木) ２組.3 組セルリアン  

5 の組～エンゼル 3月12日(木) 5 組.6 組  

不燃ごみ 
１の組～４の組 2月14日(金) １-1.組 1-２組.４組  

5 の組～エンゼル 3月24日(火) 7 組.8 組エンゼル  

  

 

 
下見夏まつり 
8月 10日（土） 
下見地域交流会 
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三

ツ

城

自

治
協
議
会
最

大
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
「
光
の

宴
」
が
十
月
五

日
（
土
）
三
ツ

城
古
墳
公
園

で
開
催
さ
れ

ま
す
。 

沢
山
の
キ
ャ
ン
ド
ル
に
照

ら
さ
れ
た
三
ツ
城
古
墳
を
眺

め
、
悠
久
の
思
い
を
馳
せ
な
が

ら
静
か
な
時
を
過
ご
そ
う
と

い
う
も
の
。「
光
の
宴
」
は
古
墳

保
存
修
理
工
事
や
台
風
の
た

め
二
年
も
中
断
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
は
地
区
住
民
が
よ

り
気
軽
に
参
加
し
や
す
い
よ

う
、
雨
天
で
も
決
行
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
（
三
ツ
城
小
学

校
体
育
館
を
使
用
）
。
古
墳
に

ち
な
ん
だ
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
行
う
予
定
。
当
日
は
三
ツ
城

音
頭
子
供
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
披

露
な
ど
も
行
わ
れ
る
そ
う
。 

光
の
宴
実
行
委
員
会
で
は

「
区
民
の
皆
さ
ん
の
寄
付
金

は
大
事
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

三
ツ
城
自
治
協
議
会
防
犯

防
災
部
会
が
作
製
し
た
「
み
ま

わ
り
隊
」
ベ
ス
ト
が
好
評
で
す
。

こ
の
ベ
ス
ト
が
欲
し
い
人
に

は
、
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
散
歩
時
に
、
児
童
の
帰
宅

時
間
な
ど
に
着
る
な
ど
、
使
用

方
法
は
様
々
で
す
。
下
見
支
部

で
は
健
康
づ
く
り
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
友
の
会
の
メ
ン
バ
ー
が

ベ
ス
ト
を
着
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ル
ー
ト
で
目
的
地
を
目
指

し
な
が
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

「
み
ま
わ
り
隊
ベ
ス
ト
」
は

ま
だ
、
三
十
着
は
あ
り
ま
す
の

で
、
是
非
着
用
し
て
み
た
い
と

思
う
人
は
事
務
所
ま
で
。 

光の宴 
10月 5日(土) 

 

 

 
 

 

 

 
 

みまわり隊ベスト 

大活躍！ 
 

 

 

 

 

 

      

三ッ城古墳のミニ知識 

 

三
ッ
城
古
墳
は
全
長
九
二

メ
ー
ト
ル
あ
り
、
県
内
最
大

規
模
の
前
方
後
円
墳
で
、
五

世
紀
前
半
に
築
造
さ
れ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
築
造
時
期

は
異
な
り
ま
す
が
、
一
号
か

ら
三
号
ま
で
あ
り
、
軍
事
力 

講
演
会
の
お
知
ら
せ 

下
見
七
五
会 

主
催 

日 

時 

令
和
元
年
９
月
７
日(

土) 

午
後
２
時
～ 

場 

所 

下
見
福
祉
会
館 

テ
ー
マ 

「
感
染
症
の
は
な
し
」 

講 

師 
 

重
藤
え
り
子
先
生 

国
立
病
院
機
構 

東
広
島
医
療
セ
ン
タ
ー 

非
常
勤
師(

３
の
組
在
住) 

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

広
島
大
学
医
学
部
卒
、
国

立
療
養
所
広
島
病
院
、

米
・
デ
ュ
ー
ク
大
学
、
医

学
博
士
、
東
広
島
医
療
セ

ン
タ
ー
、
日
本
感
染
症
学

会
所
属
他 

 

 

を
示
す
鉄
剣
や
武
器
型
埴

輪
な
ど
副
葬
品
が
多
く
出

土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
三

ツ
城
広
域
首
長
の
墓
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

以
前
は
山
中
の
小
高
い

丘
に
あ
り
、
昭
和
二
六
年
頃

か
ら
発
掘
調
査
さ
れ
、
昭
和

五
二
年
に
県
史
跡
に
指
定
、

昭
和
五
七
年
国
の
史
跡
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
当
初
の
姿
に
復

元
整
備
さ
れ
、
三
ツ
城
近
隣

公
園
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し

て
い
ま
す
。（
境
目
・
広
島
県

の
古
墳
文
化
よ
り
） 
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東
広
島
市
で
は
、

高
齢
者
を
中
心
と

し
た
健
康
づ
く
り
、

介
護
予
防
活
動
や

地
域
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
推

進
す
る
た
め
「
元

気
輝
き
ポ
イ
ン
ト

制
度
」
を
創
設
し 

 
 

ま
し
た
。 

対
象
者
は
四
十
歳
以
上
の

東
広
島
市
民
で
、
市
地
域
包
括

ケ
ア
推
進
課
な
ど
に
申
請
を

し
、
ポ
イ
ン
ト
手
帳
の
交
付
を

受
け
ま
す
。
そ
の
時
対
象
活
動

一
覧
表
も
配
布
さ
れ
ま
す
。
活

動
内
容
に
よ
っ
て
も
ポ
イ
ン

ト
数
に
差
が
あ
り
ま
す
が
、
ポ

イ
ン
ト
を
一
年
間
貯
め
る
と

奨
励
金
が
支
給
さ
れ
ま
す 

申
請
期
間
は
令
和
元
年
八

月
～
令
和
二
年
六
月
末
ま
で
。 

ま
た
高
齢
者
に
対
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
の
支
え

合
い
等
の
団
体
登
録
な
ど
も

出
来
ま
す
。
申
請
期
間
は
２
次

募
集
で
令
和
元
年
十
月
十
五

日
～
令
和
二
年
三
月
十
日
ま

で
。
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は
市 

健
康
福
祉
部 

地
域
包
括
ケ
ア

推
進
課
ま
で
。 

☎
０
８
２
―
４
２
０
―
０
９
８
４ 

下
見
福
祉
会
館
は
昭
和
五

五
年
に
下
見
地
区
住
民
福
祉

の
拠
点
と
し
て
建
設
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
下
見
福
祉
会
館
が

あ
る
場
所
に
下
見
小
学
校
そ

し
て
そ
の
近
辺
に
下
見
村
役

場
が
あ
り
ま
し
た
。 

下
見
福
祉
会
館
の
門
を
入

る
と
す
ぐ
左
側
に
そ
の
記
念

碑
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

下
見
村
役
場
は
昭
和
十
四

年
に
西
条
、
吉
土
実
、
御
薗
宇
、

寺
西
、
下
見
の
五
町
が
合
併
し

新
西
条
町
と
な
っ
た
た
め
廃

止
に
な
り
ま
し
た
。 

下
見
小
学
校
は
明
治
六
年

成
就
館
を
設
け
、
簡
易
小
学
校

に
。
そ
の
後
下
見
簡
易
小
学
校
、

そ
し
て
明
治
二
四
年
に
は
下

見
尋
常
小
学
校
に
改
め
ま
す
。

そ
の
後
校
舎
を
増
築
、
そ
し
て

ま
た
新
校
舎
も
増
築
。
大
正
十

一
年
に
は
高
等
科
を
併
設
。
昭

和
十
四
年
に
は
西
条
町
立
下

見
小
学
校
に
改
称
し
ま
し
た
。

昭
和
十
六
年
に
は
国
民
学
校

と
な
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
下
見
小
学
校
は
昭

和
三
四
年
に
西
条
、
吉
土
実
、

御
薗
宇
、
下
見
の
四
校
が
統
合

さ
れ
西
条
小
学
校
と
な
り
廃

校
に
。
そ
れ
か
ら
、
平
成
十
三

年
、
西
条
小
学
校
か
ら
ま
た
分

離
し
て
三
ツ
城
小
学
校
が
出

来
ま
し
た
。 

（
西
条
町
誌
・
東
広
島
の
歴
史

辞
典
よ
り
） 

三ツ城自治協議会下見支部・広報部 

東広島市西条下見 5 丁目 4-8(下見福祉会館)  
☎・FAX(082)427-6511 (月・木午前中) 

Email mitsujyojk@poem.ocn.ne.jp 

 

 

 

温故知新 vol.6 

旧下見村役場・ 

下見小学校跡 

 

昭和 30 年頃の下見小学校 

（下見福祉会館が建っている付近？） 

令和元年度 

元気輝きポイント制度 
１ポイント 10円に換算 

 

 

 

 
ポイントを 

貯めよう！ 

地区の情報、ご意見、感想、 

知りたいこと、知って欲しいこ

となんでもお寄せください。 

お手伝い下さる方も大歓迎!! 

 

 

 

 

 
大正後期頃の下見尋常小学校 

当時は複式学級であった 


